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名 前 7!'J 8月 9月 10月 11月 1月 2F! 
北方村 29 9 24 
山田村 33 18 16 
小路村 30 
久見村 19 31 
南方村 24 25 
苗代田村 33 2 
郡 村 2 11 3 4 3 
代 村 10 21 
伊後村
i白井村
部久鈴村 10 9 
昔日万村 4 16 
軍事久村 19 
都万路村 8 
不 明 32 

































分如此』と ~è鍛されており ( 16戸X 4 固という勘定かも
知れない)，途中で「三姶入割合当」とあって.最終的























大 西 7 
長 吉 7 
清 吉 7 
定 助 7 
3巨 6 
兵 音量 5 
与四郎 5 
善ー 郎 5 
三者ヱ門 4 
J¥ 4 
善 ，、 4 
巻 十郎 4 
f云 音量 3 
Iロh 言十 95 









7月 8月 9円 10月
3事 ，、 1 1 
柳 蔵 1 1 
滑 吉 1 l 1 
J¥ l 1 l 
善 三 郎 1 1 1 
市 蔵
源 太 1 2 
源十郎 1 1 1 
兵 音量 1 
茂 八 1 l 
ニ右ヱ r~ l l 
康平次 1 l 
乙 若 1 
弥惣治
団 助 1 1 l 
伊鈴太 1 2 1 
乙 二 郎 1 
西 l 
由 助 1 
* 1 事邑 恨 1 
市次郎 1 
千 吉
































2円 3月 4月 7月 合計 牛
3 4 2 13 
4 1 9 
3 8 2 
3 1 8 
4 8 
3 3 2 8 
4 1 8 
1 2 1 7 1 
4 7 1 
1 2 6 
1 2 6 
3 5 
1 5 1 
1 2 5 
1 4 1 
4 1 
2 4 
1 l 3 l 
1 3 
1 1 3 
1 2 l 
2 
1 2 
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( 16 ) 
学
重量一10 佐々木家普請「合力」人夫
9月 10月 11月 合計 牛
猪平次 14 19 34 
定 .i{ 9 6 15 
利兵衛 4 8 12 2 
留 二 郎 3 8 11 
定五郎 6 5 11 1 
婚五郎 5 4 1 10 1 
権太郎 9 9 
芳 iI 3 5 8 
司E 音量 4 3 7 
健之助 3 4 7 
金兵衛 2 4 6 
庄兵衛 3 3 6 
和 音量 2 2 I 5 
松五郎 1 4 5 
長右エ門 3 2 5 
喜兵衛 3 l 4 
和藤二 4 4 2 
久平太 1 3 4 
梅二郎 1 2 3 
竹 '3 3 
伊勢松 2 2 
安一郎 2 2 
原 2 2 1 
定之進 l 1 2 
重 吉 1 1 2 
伊 官民 1 1 2 
勝右ヱ門 1 1 2 
甚五郎 l 
l主 な l 1 
Z十 76 106 3 185 8 
自 身 13 16 29 2 
源之進 13 9 1 23 
藤四郎 2 14 2 17 
青島 七 13 1 14 
相太郎 3 5 1 9 
幸 吉 1 1 
ぎ ん 1 1 
書十 33 57 5 95 2 

































































の平均li7日位になるが. 8月の r木出し」に1日.r 
土仕事」に 2-3日. HIの r屋般傍」に1日.合計4
-5日というのが多い。
__11 佐々木家土蔵普鱒「合力」人夫
7月 8月 9月 合計 個E 考
源量郎 5 7 1 13 1日と 68手間 1 
和 七 5 6 1 12 7日手間
弁 次 10 10 
事官歯車産 4 4 1 9他に蔵仕事・舟仕事10日
定十郎 7 2 9他に 18 
千 介 5 2 8 うち 1日11下女
亀之助 6 1 7 
作右ヱ門 6 6 
ニ右ヱ門 5 1 6 
弥 八 4 2 6 
与平太 4 l 5 
半兵衛 4 1 5 
字右ヱ門 2 2 4 
吉 ニ 虫匹 3 1 4 
. 二 郎 3 1 4 
{孟二郎 3 1 4 
与 七 3 1 4 うち 1臼11手間替
純右ヱ門 3 1 4 
武平ー 4 4 
政右エ門 4 4 
釜次郎 1 1 
?主 十 1 
利回次 1 1 

























































作 業 名 工数
大 西 家 木 切 2 
米 摘 1 
道 造 2 
小屋とき 2 
屋 1、生a 8 
左官手伝 1 
佐々木家 麦 f島 1 
米 f島 4 
しばかり 1 
麦 7 〆¥ 4 
つ か 、 0.5 
いねかり 0.5 
はしら改 2 
木 取 2 
はしら廻し 3 
木 」司 り 9 
道 造 5 
梁 き り 2 
そ 11) 他 4.5 





木 f免 4 
のぼり木取 2 
土 f士 事 3 
土 』一， し 3 





屋 tJl 格 6 
車E f士 事 6 
舟 f士 事 4 










































































































































31 その他 「建築とか屋根葺きの場合は 『人夫に行く』
といい無償の手伝いである。子方が親方の家の仕事
を手助けに行くのは手ツダイというJ (直江広治「
島恨県隠岐郡五箇村久見JP.341) 
41 永海一正『隠岐の歴史JP.98 
5) 直接判定する史料はないが，隠岐郷土館所蔵の大
西家文書の，文化8年「年中地下諸用留」には16名，
文化13年の「子暮米銭配当小書IJ人別指号|帳」には17
名(うち6名は無高).文政10年の 「亥暮人足算用
I憾」には18名(うち 7名は無高)の名前が記載され
ている。
6)佐h木家の普請帳では牛は半人役の印がつけられ
ているが，他の地方と比較すれば牛の評価はかなり
低い方である。これは隠岐では牧畑が営なまれてお
り，牛馬がかなり豊富なったからであると思われる。
7) 本稿脱稿後，佐々木章氏の御好意により寛政期の
宗門改如帳を見る機会を得た。それによると佐々木
家土蔵普請の「合力J (表11)のうち，弁次.千介，
作右ヱ門，政右ヱ門，茂十以外はすべて釜村の村人
である。釜村の18才から60才までの男子28人のうち
19人が「合力J に来ており，全く来ていない家は2
軒だけである。なお，佐々木家主屋の普誘はおそら
く天保期(1835年頃)に行われたものと思われる。
